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日本留学期の周恩来 と京都訪問についての一考察

川 崎 高 志

当時の京都大学について

京都帝国大学 は1897(明 治30)年 、東京

帝国大学にっいで、 日本で2番 目の大学 と し

て創設 された。文字通 り国家の将来を担 うエ

リー トを輩 出す る高等教育機関と して出発 し

た。明治末期になると、 日露戦争の終結 とと

もに明治政府が追 いかけた 「富国強兵」が一

応達成 され 、 日本は一一等国の仲間入 りを した

という感情が人びとの間 に広が るようになっ

た。国家の求め るものとは異 なる個人の 目標

を求める状況が現れ、大正時代を迎えたので

ある。政府 の高等教育拡充の政策とともに、

京大にとっても、この時期は拡充 ・発展 の時

代であ り、法科は学生の定員が7倍 に、理工

科 は約2倍 の定員増 とな った。

大正時代はまた第1次 世界大戦の好景気 と

その後 の不況 を経験 した時期で もあ った。経

済規模 の拡大 とともに、学問 としての経済学

にも注 目が集 まるようになる。

京大で も経済学関連の講座 はそれ まで法科

に属 していたが、1919(大 正8)年4月 にま

ず法科が法学部に変更 した後、5月 に経済学

部が創設 された。講座 数 は経済学6講 座 、財

政学1講 座、統計学1講 座、の計8講 座であっ

た。教員は法学部か ら異動 した教授8名 、助

教授2名 、書記4名 でうち3名 が法学部 と兼
(1)

任 という体制であ った。創設時の学生定員は

100名 であった。

河上教授の講義と人気

1908(明 治41)年 京都帝 国大学 法科大学

講師となり東京か ら京都 に移 り住 んだ河上は、

翌年助教授 とな り、欧州留学 の後1915(大

正4)年 同大学教授 とな った。彼は欧州での

見聞を もとに研 究を進め 、15年 に 『祖 国を

顧み て』、17年 に先述 した 『貧乏物語』 を、

18年 に 『社 会問題管 見』、19年 に個人雑 誌

『社会問題研究』 を相次いで発表 した。ベ ス

トセ ラーにな った貧乏物語に代表され るよう

に、彼の研究は当時の最先端の学説をもとに、

現実の社会問題の解決に積極 的に関わ ってい

こうとす るものであ った。

京大での河上の講義には多 くの若者が集まっ

たといわれる。川上 の名が知 られ るにっれ、

その馨咳に接 しようという学生達が、全国か

ら京大を 目指 して集 まって来た。彼の大学で

の講義には、京大の経済学部や法学部の学生

のみではなく、他の学部の学生 はもちろん、



日本留学期の周恩来と京都訪問にっいての一考察53

京大以外の大学 の学生 までが、ひそかに教室

にも ぐりこんで熱心にノー トを とっていた と

いう。河上も毎年、講義 ノー トを新 しく書き

改め、講義 の前 日には一切の面会を断 って準

備に専心す るほ ど、講義内容 の充実 に全力を
(2)

傾け、学生達の期待 に応えた。

河上 自身は当時の世間の注 目にっいて次の

ように自ら記 している。

「も し私 がその間 、当時の思想 界に対 し、

何 らかの貢献 をな し得たとす るな らば、それ

はマル クス主義 というものの存在を宣伝 した

点に存す るであろう。す でに相 当数に上 って

いた官立の大学教授の中で、私 のように一

たとえ幾多の 見当違いを していても、ともか

く マル クス主義の中に真理性を認め、 こ

れを擁護 しようという立場に立 っていた者は、

マルクス主義の全盛期が到来す るまでは、私

のほかに一人 もいなか った、と言 って差支え

あるまい。その間にあって、私はともか くラッ

パ を吹いて、若い人達の注意をマルクス主義

に引 き寄せたのである。大学教授 ということ

は、人の信用 を買 うに有利 な条件であった。

その上当時の大学教授は、民間の社会主義者

とは比較にならぬほ ど発言の 自由を有 ってい

たので、私は意識的にこの地位を利用 した。

その頃私はまた世間か らある程度 までその正

直 さを認め られ ていた。あの男は意識的 に嘘

を言う男では ないというくらいの信用 は、大

部分の読者か ら許 され ていた。そ して文章 も

また、普通 の大学教授に比べ ると、上手であ

り、少なくとも平易であ り流暢であ った。そ

んな諸条件が相助けて、私を してマル クス主

義の旗の下 に若い人達を呼び集めるためのラッ

パ手 としての役割を十分に発揮せ しめたので

ある。私の書いたものは間違 いだ らけであっ

た、 しか しそれは月をさすための指 と して役
(3)

立 った 。」

周恩来の入学願書の発見

周恩来が このような河上の思想や人格に惹

かれて、京大を受験 してみようという気になっ

ても不思議 はない。第2次 大戦後、周恩来が

用意 した京人へ の入学願書と履歴書が京都郊

外の民家か ら発見された。そのいきさっは次

に記されたとお りである。

「京都府京北町(旧 山 口村)で 山林業を営

む太 田貞次郎氏は、戦時 中自家で作 っていた

米や野菜を、食糧難に苦 しむ京都市内の親類、

知 人に分けていたが、1944年 の秋 、その中

の一軒か らお礼に和紙の束をも らった。その

中に墨の色 もよ く、字 も しっか りした二枚の

書付が 目にとま った。それが周恩来 と書名の

ある履歴書 と京大の入学願書である。当時の

太田市は周恩来の何物た るかを知 る由もない

が、その端正 な筆跡に魅されて、使わずに し

まっておいた。戦後長男が中国か ら復員 して、

周恩来が中国共産党の要人と知 った太 田氏は、

改めてその二枚 の書付を額に入れ 、居間に掲

げて大切 に保管 してきた。(略)

1979年 来 日した周未亡人 によ って真筆 と

認め られた周恩来の入学願書は、その後太 田
(4)

家か ら未亡人に送 られた。」

二枚の証書か ら明 らかになるのは、周恩来

が受験 を考えていたのは政治経済科選科であ っ

た。京大では、上述 のように経済学部 の開設

は翌19年 で、当時河上教授 ら経済 の講座 も

法科 に所属 してお り、法科では本科生 とはべ
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っに選科生 も受け入れ ていた。 したが って多

くの留学生は選科を志望 していたようである。

そ して この証 書を書いた時期 が 「大正7

(1918)年 」とあり月 日は記入 されていない。

も し受験 しよ うと した な らば 、18年 の春 の

入学試験を受験 しようと考えた と思われ る。

住所は 「東京神田区表猿楽町三番地竹村方」

となってお り、前年来 日してまもな く住 んだ

地域 であ る。但 し1918年 か ら書かれ た 日記
(5)

には、竹村方に下宿 した記述はみ られ ない。

証書には書きこみの跡 もあ り、月 口の記入

もされていないことか ら下書きとみ られ る。

来 日まもない17年 の後半 に周恩来が京都 ま

で旅行 した ということは考えに くいので、そ

の年の末頃に、先に京大に留学 していた南開

学校の同窓の友人に預けたものではないかと

考え られ る。そ して、18年 の受験 は3月 の

東京高等師範と、7月 の第一高等学校 に決定

したため、結果的に京大受験の願書は提出せ

ず、受験も しなか ったのではないだろうか。

京都大学の志望動機は、先述 した河上肇 の

思想 に対す る強 い関心があ ったのは間違いな

か ろう。また京大は当時 日中間の官費留学 の

指定校にな っていたので、合格すれば友人 ら

と同 じく中国政府 による官費留学生の資格を

持 てた ことも理 由に考え られ る。

周恩来と京都

1919年 春 、新たに開設 され る南開大学 へ

の進学 を決意 した周恩来は、帰国を前に第一

高等学校に合格 した友人張鴻詰に漢詩を送 っ

た。それ は、1917年 日本留学 に際 して 自 ら

の決意を歌 った 「大江歌罷樟頭東」の詩であっ

た。 この詩 のあ とに、「19歳で 日本に留学す

るときにっ くったものを、今帰国 して祖 国の

復興を図 ることに した。準備 を整えて出発 を

待 ち、諸友に別れ を告げる」と書き添えて、
(6)

帰国後 の決意 を明 らかに したのである。

東京を離れ帰国の途にっいた周恩来は、途

中京都 に立寄 り、 しば しの観光 を楽 しんだ。

彼 が降 り立 った京都駅 は、5年 前の1914

年に改修 された木曾桧造 りの壮大 な木造建築

だ った。 これ は、当時の人正天皇の即位式が

15年 秋京都御所 で行 うことが決定 され 、そ

れに間 に合わせ るために急遽設計変更され、

建て られた ものだ った。

市内にはまだ馬車や人力車の姿 も見 られた

が、大正初期か ら自動車の姿 も見え るように

なった。 この当時 自家用 自動車は大変な高級

品で、一流ホテルが少 しずつ貴賓 の送迎 に使

うようにな った が、18年 には京都 の 自動 車

総数はわずか66台 に しか過 ぎなか った。 そ

の後景気の回復とともに急速に台数を伸ば し、

周恩来が訪れ た後 の20年 には180台 、24年

には536台 と増 え、道路上を行 き交うように

なったのである。

また交通機関には、新たに路面電車も敷か

れ、大正元年 には市営の4路 線が開業 したほ

か、阪神方面や大津方面への路線も開通 した。

当時の京都は、 日本の古都と してすでに海外

の観光客が訪れていた。京都商工会議所 の統

計 によれば、京都 を訪問 した外 国人観光客は

1918年 に6182人 、19年 には7133を 数え て

いる。その多 くが、アメリカからの団体客だ っ

たようである。中国人の観光客 は決 して多 く

なか ったが、京都在住の留学生や、阪神地域

の華僑や滞在者が春の京都を訪れ る機会はあ っ
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ただろう。

周恩来が京都で宿泊 した友人の呉:'の 学

籍と住まいの所在にっいては、本部廣哲氏の

研究 ・調査 によ って明 らかになっている。呉

は当時、京都第三高等学校 に在籍する学生で、

住 まいは東 山東一条を西へ入 ったところ、現

在の京都市左京区の区役所になっている場所

にあ った、2軒 ならびの北側であ った と考え
(7)

られている。

京都にいた南開学校の同窓の友人に関 して

は、これ まで書かれ た伝 記に幾っかの名前で

登場 している。

許芥男 『周恩来』では"韓 某"と いう名で

登場す る。本書執筆の情報提供者の一人と し

て、南 開時代の 旧友で、1918年 には京都 で

周と同 じ家で暮 らしたと書かれている。韓夫

妻 は他の4人 の中国政府給付留学生と周恩来

の生活費 を拠 出 したとされ る。そ して、18

年の冬、周恩来は南開大学への郷愁を覚え、

京大 の社会学科にいた韓 に手紙を書き、韓か

らの強 い誘いの返事で京都を訪問 した。 この

ときの韓か らの返事 の末尾 には、「われわれ

はみ な他 国で暮 らす異邦人ではないか。互 い

に助け合 ってもよいではないか」 と書かれ て

お り、周はこの言葉 に心を動かされたとある。

また、周の河上肇 に対す る傾倒にも言及 し、

韓に頼んで河上に紹介 してもらおうと したが、

韓は周との間の思想的ギ ャップが大 きくなる
(8)

ことを恐 れ て断 った、 と もか かれ て い る。

この 本 ときわ め て よ くにた エ ピソー ドは、

デ ィ ック ・ウ ィル ソ ン 『周 恩 来』 に も書 かれ

て お り、 こ こで は筆 者 が1980年6月 に台 北

で イ ンタ ビ ュー した 人物 で"呉 達 閣"と い う
(9)

名前であ ると している。

また金沖及主編r周 恩来伝』では、南開の

学友"呉:'"の 名前 と滞在の事実のみ挙げ
(10)

られ ている。

周恩来 の 日本留学 中の財源 にっい ては、

彼 自身が 旅 日日記 で詳細 に貸借表 を記 して
く　り

いる。 この表では、来 日後 の17年 か ら18年

10月 まで に援助 を受けた人物名が15人 以上

記されてお り、わずか4人 だけによる援助で

はない。また留学会か らも100元 以上の援助

をうけてお り、経済的 には厳 しい留学生活で

あ ったが 、18年 の冬 に な っても生活が 出来

な くなった状況 はみ られない。また18年12

月には南開学校 の創立者厳修 と校長張伯苓 ら

が二度 目の米国訪 問の帰路、東京で 「新 中寄

藍」 に立寄 り、南開同窓 メンバーと親 しく歓

談 している。 したが って周恩来が この時期 に
(12)

急に郷愁 を抱いた とは考えにくい。

このような状況か ら鑑みて、周恩来が京都

を訪問 したのは、帰国直前の19年 春だけだ っ

た と考 えるのが妥 当と思われ る。

周恩来による詩作

周恩来は嵐山、円山公園を数度訪れ 、満開

の桜 と緑鮮やかな山河 を 目に した感動 を4編

の漢詩 に詠 っている。そ こでは古都の桜花燗

漫の春 に対す る感動 とともに、帰国するに際

しての当時の心情が表れ ている。以下幾っか

の側面 か ら検討 してみたい。

京都に旅立っ直前 の3月 上述 したように、

友人の張鴻浩 に送 った送別 の手紙で、「返 国

図他興」と、祖 国の復興のために身を捧げる

事を決意 した。そ して、4月 初め雨に煙 る嵐

山を観光 し、5日 に 「雨中嵐山」の詩 を書い
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た。この詩 の中で、「一線陽光穿雲 出、愈見

妓好」と雲間か ら一条の陽光が差 している様

をのべ 、さらに 「模糊 中偶然見着一点光 明」

と、社会の森羅万象 も曖昧だが、その中に突

然一点の光明を見っけた喜びを書き記 してい

る。

この 「一点光明」が何であるかにっいては、

幾っかの見解があるが、筆者は この時点の周

恩来の思いは、朝鮮 の独立運動や 中国の愛国

運動が盛んになる中、祖国の発展 のために帰

国を決意 し、その後 のマルクス主義者、革命

家 となる道へ と到 る出発点に立 った、 自らの
(13)

覚悟 を示 しているのではないかと考える。

新時代 の革命運動 に取 り組んでい こうとい

う周恩来 の意志は、同 日の 「雨後嵐 山」の詩

中に見て取れ る。 ここでは 「想起那宗教、礼

法、旧文芸 、…… 粉飾的東西、還在那講什

信 仰 、情 感 、 美観 、 …… 的制 人学 説 」 と

『新青年』等で主張された新文化運動と同 じ

立場で、人を抑圧する封建的 旧文化を批判 し

ている。さ らにそれ ら旧勢力に対 して、「元

老 、軍閥 、党閥 、資本家、 …… 従此后"将

何所侍"」 と強 く非難 し、対決の姿勢 を明確
(14)

に している。

また、4月9日 の 日付で書かれた 「四次遊

圓山公 園」で も、前二 首と同様 に、「想人世

成敗繁枯、都是客観的現象」と流転 しやす い

現実社会 を冷静 に見っめ、「何 曽開芳草春花、

自然的美、無碍着的心」 と美 しい 自然の真理

を愛でなが ら、揺るがぬ 自身の心情 を明 らか
(15)

に して い る。

京都の人々の友誼

1979年4月 、亡 き夫 の遺 志を継 いで 日本

を初訪問 した鄙穎超女史は、京都を訪れ、周

恩来が京都で詠んだ雨中嵐山の詩碑 の除幕式

に臨んだ。 この碑 は京都の 日中友好関係 団体

が 日中平和友好条約の締結を記念 して建立さ

れた。前年 に登β小平氏の京都訪問を機に建設

の気運が起 こり、年頭か ら日中友好詩碑建設

委員会が発足 し、準備をすすめてきた。雨中

嵐山の詩文は彦承志氏の揮毫で碑は周恩来が

二度訪れた、嵐 山の亀 山公園 に設置 され、4

月16日 部穎 超女史みずか らが除幕 した。 当

日は周恩来が訪れた六〇年前 と同様hた る

雨が滴 る中進め られた。

詩碑 の副碑 には、「一九七八年十 月 日中

平和友好条約締結を記念 し京都人の子h孫h

までの友好の心を現す為 、ゆか りの深い此の

地 に、偉大なる実力者周恩来総理の詩碑 を建

立す る」 と記され ている。

除幕式で挨拶に立 った 当時 の林田悠紀夫知

事は 「ち ょうど六〇年前、周恩来総理が この

詩を吟 じられた同 じ場所で、同 じ季節に、ほ

か ならぬ郡穎超夫人のお手によって碑が除幕

され ますことに、私たち京都府 民は格別の感

慨を覚えるもので ございます」 と都女史の来

訪を喜 び、「周恩来総理が、そのきわめ て多

忙であ られた生涯のうち、青春 の日の一 日を

この嵐山に遊 ばれ、ここの風景 を愛で られた

ことを、私たちは光栄 とす るもので ございま

す。私たちは、周恩来総理 に対す る敬愛 の心

を表すとともに、 日中両国の末永き平和友好

を願 って、 ここに記念の碑を建立いた しま し

た」 と、詩碑の建設に込めた京都 の人々の、
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中国への友誼 の思いを語 った。

建立委員会が願 ったように、中国各界の多

数の代表団が相次いでこの詩碑 を参観に訪れ、

79年9月 には当時の谷牧副総理が 、80年4

月の一周年祝賀には当時の余秋里副総理が参

列 している。文字通 り日中友好を象徴す る京

都の名勝地 となっている。

*本 稿 は、創価大学 と中国南開人学周恩来

研究セ ンターによる共 同研究、『日本留学

時代の周恩来』で筆者が担当 した、第7章

「周恩来 と京都 ・神戸」を加筆 したもので

ある。
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